
　内牧のホテ
ルや旅館には、
ニュース等で被
害を聞きつけた

常連のお客さんなどが駆け
付け泥出しや片づけなどを
手伝っていただきました。
　熊本工業高校と開新高校
の陸上部は、７月１６日、いつも合宿で利用している「ほこすぎ
荘」の泥出しや片づけに協力。人数が多く周囲の神社などにも分
かれ作業が行われました。
　「いつも僕たちによくしてくださる旅館の方や阿蘇市の方に恩
返しができた」と生徒たち。その優しい気持ちに、旅館の皆さん
も「これからも頑張って行こう！」という気持ちになっておられ
ます。
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ボランティアの皆さんに感謝。
阿蘇市災害ボランティアセンターを通じ

延べ 14,210人が支援

災
害
発
生
の
翌
日
、

７
月
13
日
に
被
災

者
支
援
を
目
的
に
社
会
福

祉
協
議
会
が
開
設
し
た
阿

蘇
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
。

　

８
月
20
日
に
活
動
を
終

了
す
る
ま
で
の
39
日
間

に
、
延
べ
１
万
４
２
１
０

人
の
方
々
に
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
災
者
か
ら
の
支
援
依

頼
は
７
５
４
件
あ
り
、
活

動
終
了
ま
で
に
全
て
の
依

頼
案
件
を
完
了
。
北
は
昨

年
震
災
で
被
害
を
受
け
た

宮
城
県
気
仙
沼
市
か
ら
、

南
は
沖
縄
県
ま
で
、
全
国

各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ

き
、
阿
蘇
市
の
復
旧
は
大

き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　

阿
蘇
市
民
の
多
く
の

方
々
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
支
援
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

阿
蘇
市
内
に
あ
る
唯
一

の
高
校
、
阿
蘇
中
央
高
校

で
も
「
地
元
が
こ
の
よ
う

な
状
況
で
、
何
も
し
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
。」

と
、
全
校
生
徒
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
決

定
。
生
徒
は
泥
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
、
家
屋
に
流

入
し
た
泥
の
撤
去
作
業
や

家
屋
の
清
掃
な
ど
２
日
間

に
わ
た
り
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

ま
た
、
阿

蘇
市
商
工
会
青
年
部
で

は
、
独
自
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
県
内
の
商
工

会
か
ら
多
く
の
方
々
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
作

業
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

支
援
を
受
け
た
市
民
か

ら
は
「
真
夏
の
作
業
に
も

か
か
わ
ら
ず
懸
命
に
働
か

れ
る
姿
に
感
謝
の
意
は
尽

く
せ
な
い
」
と
誰
も
が
強

く
口
に
さ
れ
ま
し
た
。

「
感
謝
の
意
は

尽
く
せ
な
い
。」

◀�

「
が
ん
ば
れ
阿
蘇
市
！
」

と
全
員
で
掛
け
声
。



　総合型地域スポーツ
クラブ「火の山スポー
ツクラブ」も、多方面
で支援を行いました。

　７月 27 日は、避難所生活で溜
まるストレスを解消してもらおう
と、農村環境改善センターでスト
レッチ体操やゲームで心と体を和
ませました。
　また、ボランティアの方々に対
し、一日作業をして疲れた体を癒
してもらおうと、かき氷を振る舞
い、ボランティアの方々も大変喜
ばれていました。
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取
材
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
共
通
す
る

こ
と
は
、
誰
も
が
笑
顔
で
元
気

い
っ
ぱ
い
で
作
業
を
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
し
た
。そ
し
て
、口
々

に
「
阿
蘇
の
た
め
に
役
に
立
て

れ
ば
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

炎
天
下
に
、
暑
さ
を
も
の
と

も
せ
ず
懸
命
に
作
業
に
取
り
組

む
姿
に
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が

る
思
い
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
か
ら
受

け
た
支
援
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
先
阿
蘇

市
が
復
興
を
経
て
、
元
気
な
阿

蘇
市
を
見
せ
る
こ
と
が
一
番
の

恩
返
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
に
、

心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
こ
の
支
援
を
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。」

　㈳熊本県建設業協会阿蘇
支部（内田知行支部長）と
阿蘇市建設業協会（島村文
博会長）は 8月 10日、阿蘇

市管内の市道や生活道路の清掃などの緊
急ボランティア作業を合同で行いました。
　参加したのは両組織の会員 80 社、約
240 名で、市内 24 箇所の地域で道路沿
いに流出した土砂や流木、散乱したゴミ
などを重機と手作業で撤去作業にあたり
ました。
　内田支部長は「阿蘇市民の方がいち早
く普通の生活を取り戻せるように、今回
の作業が一助となれば」と話されました。

　㈳熊本県建設業協会阿蘇
支部（内田知行支部長）と
阿蘇市建設業協会（島村文
博会長）は 8月 10日、阿蘇
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　総合型地域スポーツ
クラブ「火の山スポー
ツクラブ」も、多方面
で支援を行いました。
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《お知らせ》

　今後の災害ボランティアの依頼
については、「阿蘇市ボランティ

3 3 3 3 3 3 3 3

アセンター
3 3 3 3 3

」で対応してまいりま
す。また、地域の方々からのご依
頼に対し、ボランティアさんの参
加が必要になった場合は、阿蘇市
社会福祉協議会ホームページ等で
お知らせします。
●問い合わせ
　阿蘇市ボランティアセンター
　（阿蘇保健福祉センター内）
　☎０８０－３３７７－４７７６

▲�狩尾地区で道路沿いの土砂撤去を行う
作業員




